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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 空 気 イ オ ン 発 生 機 能 を 有 す る 気 体 供 給 シ ス テ ム 機 器 、

気 体 搬 送 用 ダ ク ト １ ０ は 、 導 電 性 を 有 す る 部 材 を 備 え た 内 コ ア 材 ４ の 外 側
を 保 温 材 及 び で 覆 っ て
形 成 さ れ

絶 縁 材 か ら な る 端 部 処 理 材 ５ に よ っ て 接 続 口
９ は 前 記 端 部 処 理 材 ５ に よ る 被 覆 部 分 に 嵌 め ら れ る よ う に な っ て 気 体 搬 送 用 ダ ク
ト の 接 続 構 造 に お い て 、
　 導 電 層 ５ ａ と 上 記
内 コ ア 材 ４ の 導 電 性 を 有 す る 部 材 と は 、

導 電 層 ５ ａ と と も に 側 に 折 り 返 し た 折 り 返 し 部 を 介 し て 電 気 的
に 接 続 さ れ

接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す 気 体 搬 送 用 ダ ク ト の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 空 気 イ オ ン 発 生 機 能 を 有 す る 気 体 供 給 シ ス テ ム 機 器 、

気 体 搬 送 用 ダ ク ト １ ０ は 、 導 電 性 を 有 す る 部 材 を 備 え た 内 コ ア 材 ４ の 外 側
を 保 温 材 及 び で 覆 っ て
形 成 さ れ

絶 縁 材 か ら な る 端 部 処 理 材 ５ に よ っ て 接 続 口
９ は 前 記 端 部 処 理 材 ５ に よ る 被 覆 部 分 に 嵌 め ら れ る よ う に な っ て 気 体 搬 送 用 ダ ク
ト の 接 続 構 造 に お い て 、

の 接 続 口 ９ の 外 周 に 気 体 搬 送 用 ダ
ク ト １ ０ の 接 続 用 開 口 部 １ を 嵌 め る こ と に よ り 前 記 気 体 搬 送 用 ダ ク ト １ ０ 内 に 気 体 を 供 給
可 能 と し 、 前 記

断 熱 材 あ る い は そ の い ず れ か で 覆 い さ ら に そ の 外 側 を 外 部 被 覆 材 ２
て 、 前 記 内 コ ア 材 ４ の 接 続 用 開 口 部 １ 側 の 端 縁 と 前 記 外 部 被 覆 材 ２ の 接 続 用 開 口

部 １ 側 の 端 縁 と の 間 か ら 露 出 す る 前 記 保 温 材 又 は 断 熱 材 が 、 前 記 接 続 用 開 口 部 １ の 内 外 周
面 間 に 固 定 さ れ た 塞 が れ た も の で あ り 、 前 記

の み い る

上 記 端 部 処 理 材 ５ は そ の 表 面 に 導 電 層 ５ ａ を 有 す る も の を 用 い 、 前 記
上 記 接 続 用 開 口 部 １ の 内 側 に お い て 前 記 端 部 処 理

材 ５ の 内 側 端 縁 を 前 記 外 径
て お り 、 上 記 接 続 口 ９ の 外 周 に ア ー ス 機 能 を 有 す る 導 電 部 ９ ａ を 設 け 、 前 記 導

電 層 ５ ａ が 前 記 導 電 部 ９ ａ に 接 し て 前 記 内 コ ア 材 ４ の 導 電 性 を 有 す る 部 材 が ア ー ス 電 位 に
る

の 接 続 口 ９ の 外 周 に 気 体 搬 送 用 ダ
ク ト １ ０ の 接 続 用 開 口 部 １ を 嵌 め る こ と に よ り 前 記 気 体 搬 送 用 ダ ク ト １ ０ 内 に 気 体 を 供 給
可 能 と し 、 前 記

断 熱 材 あ る い は そ の い ず れ か で 覆 い さ ら に そ の 外 側 を 外 部 被 覆 材 ２
て 、 前 記 内 コ ア 材 ４ の 接 続 用 開 口 部 １ 側 の 端 縁 と 前 記 外 部 被 覆 材 ２ の 接 続 用 開 口

部 １ 側 の 端 縁 と の 間 か ら 露 出 す る 前 記 保 温 材 又 は 断 熱 材 が 、 前 記 接 続 用 開 口 部 １ の 内 外 周
面 間 に 固 定 さ れ た 塞 が れ た も の で あ り 、 前 記

の み い る



　 　 導 電 層 ５ ａ と 上
記 内 コ ア 材 ４ の 導 電 性 を 有 す る 部 材 と は 、 前 記 内 コ ア 材 ４ と 前 記 導 電 層 ５ ａ と を 貫 通 す る
導 電 性 を 有 す る 貫 通 ピ ン ８ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ

接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す 気 体 搬 送 用 ダ ク ト
の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 空 気 イ オ ン 発 生 機 能 を 有 す る 気 体 供 給 シ ス テ ム 機 器 、

気 体 搬 送 用 ダ ク ト １ ０ は 、 導 電 性 を 有 す る 部 材 を 備 え た 内 コ ア 材 ４ の 外 側
を 保 温 材 及 び で 覆 っ て
形 成 さ れ

絶 縁 材 か ら な る 端 部 処 理 材 ５ に よ っ て 接 続 口
９ は 前 記 端 部 処 理 材 ５ に よ る 被 覆 部 分 に 嵌 め ら れ る よ う に な っ て 気 体 搬 送 用 ダ ク
ト の 接 続 構 造 に お い て 、
　 内 コ ア 材 ４ は 、 樹
脂 製 の フ ィ ル ム ４ ａ と そ の フ ィ ル ム ４ ａ を 屈 曲 自 在 に 支 持 す る コ イ ル 状 の 導 電 性 芯 材 ４ ｂ
と か ら な り 、 前 記 導 電 性 芯 材 ４ ｂ の 端 部 開 口 部 １ の 外 側 に 引 き 出 前
記 導 電 層 ５ ａ に 電 気 的 に 接 続

接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す 気 体 搬 送 用 ダ ク ト の 接 続 構 造 。
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上 記 端 部 処 理 材 ５ は そ の 表 面 に 導 電 層 ５ ａ を 有 す る も の を 用 い 、 前 記

て お り 、 上 記 接 続 口 ９ の 外 周 に ア ー
ス 機 能 を 有 す る 導 電 部 ９ ａ を 設 け 、 前 記 導 電 層 ５ ａ が 前 記 導 電 部 ９ ａ に 接 し て 前 記 内 コ ア
材 ４ の 導 電 性 を 有 す る 部 材 が ア ー ス 電 位 に る

の 接 続 口 ９ の 外 周 に 気 体 搬 送 用 ダ
ク ト １ ０ の 接 続 用 開 口 部 １ を 嵌 め る こ と に よ り 前 記 気 体 搬 送 用 ダ ク ト １ ０ 内 に 気 体 を 供 給
可 能 と し 、 前 記

断 熱 材 あ る い は そ の い ず れ か で 覆 い さ ら に そ の 外 側 を 外 部 被 覆 材 ２
て 、 前 記 内 コ ア 材 ４ の 接 続 用 開 口 部 １ 側 の 端 縁 と 前 記 外 部 被 覆 材 ２ の 接 続 用 開 口

部 １ 側 の 端 縁 と の 間 か ら 露 出 す る 前 記 保 温 材 又 は 断 熱 材 が 、 前 記 接 続 用 開 口 部 １ の 内 外 周
面 間 に 固 定 さ れ た 塞 が れ た も の で あ り 、 前 記

の み い る

上 記 端 部 処 理 材 ５ は そ の 表 面 に 導 電 層 ５ ａ を 有 す る も の を 用 い 、 前 記

は 、 前 記 接 続 用 さ れ て
さ れ て お り 、 上 記 接 続 口 ９ の 外 周 に ア ー ス 機 能 を 有 す る 導 電

部 ９ ａ を 設 け 、 前 記 導 電 層 ５ ａ が 前 記 導 電 部 ９ ａ に 接 し て 前 記 導 電 性 芯 材 ４ ｂ が ア ー ス 電
位 に る
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